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プロジェクト 複数アプリ事業者によるデータ収集連携実証
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○ バリアフリー情報の収集アプリでは、それぞれのユーザーのニーズにあった情報を収集しているが、多目的
トイレ等、各アプリで横断的に収集されている情報も見られる

○ 昨年度はバリアフリー情報について、民間アプリにおけるデータの共有や活用の可能性を検討するため、
4つのアプリを用いたイベント形式のデータ収集実証を実施

アプリC

アプリB

アプリA
経路情報

中心

公共施設
中心

飲食店
中心

昨年度
実証
内容

課題
アプリユーザー

情報提供
アプリ事業者

実 施
内 容

アプリのデータ共有・活用の可能性等を検討するために、
アプリ共同で実証実験を実施

日 時 11月17日（日）13時30分～16時30分

場 所 新国立競技場周辺

参加者 47名

参加
アプリ Bmaps、WheeLog!、やさしいちず、みんなでMaPiece

複数のバリアフリー情報を収集しているアプリが提供されて
おり、それぞれのユーザーのニーズにあった情報をアプリごと
に、独自に収集している
一方で、多目的トイレ等、複数アプリで共通して収集され
る情報（横断的にニーズの高い情報）も見られる
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プロジェクト 実証参加アプリ事業者へのヒアリング概要
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○ 実証にご協力いただいた4つのアプリ事業者を対象に、アプリ間での連携に向けた今後の意向や望まし
いデータ連携の形式、連携に向けた課題に加え、自治体等が公開するオープンデータの活用の意向に
ついてヒアリングを実施

ヒアリング概要

概要 共同イベント開催後の、各アプリのデータ連携・オープンデータ活用に関する意向やデータ連携・オープンデータ活用に
向けた課題を明らかにするため、ヒアリングを実施

ヒアリング
対象

実証に参加したアプリ事業者 4社（(株)ミライロ (一社)WheeLog (株)ナビタイムジャパン (株)NTTデータ）

ヒアリング
項目

アプリ間の連携の
実施可能性

① アプリ間の連携に向けた取り組み意向
② 望ましいアプリ間連携の形式
③ アプリ間の連携実現に向けた課題
④ アプリ間の連携における国に期待される役割

オープンデータの
活用可能性

① 自治体等のオープンデータの活用意向
② 活用したいデータ
③ 自治体等のオープンデータの活用に向けた課題
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データのオープン化に係る関係者の同意取得 データ取得時にあらかじめオープンデータ化を見
越して調整

データ提供時の免責、利用範囲 データ提供規約の留意点

オープンデータの取りまとめ先がなく、個社毎に
提供 オープンデータサイト等の活用

データのフォーマット、粒度がバラバラで、データの
統合・取り込みに係る労力が大きい

アプリ事業者の使いやすいオープンデータデータ
フォーマット（データの粒度・語彙の互換性）
共通の施設IDを使用（既存データとの突合）

提供先ごとにばらばらのタイミングでデータが提
供されるため、都度対応が必要

データの定期的な更新
オープンデータをとりまとめる組織・サイトの必要
性

オープンデータ活用で想定される課題
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想定される課題（仮説） 検討すべき観点

オープンデータ化

オープンデータの
活用

オープンデータ化・オープンデータ活用の課題（想定）

〇オープンデータ活用では、データのフォーマットや粒度の統一化、データに関わる関係者の同意取得、免
責事項、利用範囲の整理などが想定される。これらの課題を踏まえながら、オープンデータ化・データ活
用時の支援を行っていくことが必要。
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プロジェクト バリアフリー情報のオープンデータ活用事例
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○ 多目的トイレ等に関しては、すでに投稿サイトで収集されたデータや、大手民間事業者がオープンにし
たデータをアプリに取り込んでデータを活用する事例が見られる

民間オープンデータの活用事例

ファミリーマート（2020年2月5日 プレスリリース）
「ファミリーマートの多目的トイレ設置店舗情報をバリアフリー地図情報アプリ「WheeLog!
（ウィーログ）」に提供車いす利用の皆さまの移動をサポート」

【WheeLog!閲覧画面】

大手コンビニチェーンが全国の多目的トイレ設置店舗の
情報をオープン化
WheeLog!アプリがデータを取り込み、データを活用

投稿情報の活用事例

ナビタイムジャパン（2010年3月19日 プレスリリース）
「『多機能トイレスポットデータ』の提供を開始」

多目的トイレ情報の投稿サイト「Check A Toilet」は収
集した多目的トイレのデータをナビタイムジャパンが地図に
取り込み、データを活用
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アプリユーザーBアプリユーザーA

今年度のデータの活用に関する検討の目標
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〇 バリアフリー情報を持つ自治体・民間事業者に対して、オープンデータ化、オープンデータの活用意向等
をそれぞれヒアリングを実施

〇 ヒアリングした結果を基に、実際にオープンデータ化とアプリ事業者へのデータ活用を促し、バリアフリー情
報の充実とオープンデータ化促進に向けた課題を検討

バリアフリー情報を持つ自治体・民間
事業者のオープンデータ化の促進
アプリ事業者のオープンデータ活用の
促進
データのオープン化・活用に係る課題
の把握

背景

• アプリ事業者は、ユーザーやスポンサーに対するア
プリの差別化が困難になることから、アプリ相互の
データ連携に対して慎重だが、他社のオープン
データ活用の意向は高い

• コロナ禍によりデータ収集イベント等の収集機会
が減少する中、既存のデータをオープン化・活用
することの重要性が高まると想定

アプリ事業者Bアプリ事業者A

経路情報
中心

公共施設
中心

情報提供収集参加 情報提供収集参加

バリアフリー情報を持つ
民間事業者

バリアフリー情報を持つ
自治体

公共施設の
情報

トイレの
情報

オープンデータ オープンデータ

バリアフリー情報の流れ 今年度の目標

今年度
の目標
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プロジェクト ヒアリング対象
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〇 公共施設や飲食店のバリアフリー情報を持つ自治体や、小売事業者、金融機関、鉄道事業者、飲
食情報投稿サービス事業者を対象にヒアリングを予定。

〇 アプリ事業者については、昨年度の実証協力団体を中心にヒアリングを実施する。

ヒアリング対象 保有しているデータ

自治体

公共施設のバリアフリー情報

飲食店のバリアフリー情報

民間
事業者

小売事業者（全国チェーン） 店舗のバリアフリー情報

金融機関 店舗のバリアフリー情報

鉄道事業者 駅構内のバリアフリー情報

飲食情報投稿サービス
事業者 飲食店のバリアフリー情報

ヒアリング対象 サービス名

アプリ
事業者

(一社)WheeLog WheeLog!

㈱ミライロ Bmaps

㈱ナビタイムジャパン やさしいちず

NPO法人Check Check A Toilet

㈱Be-project 多目的トイレマップ

自治体・民間事業者の
ヒアリング対象

アプリ事業者
ヒアリング対象
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プロジェクト ヒアリングの項目

〇自治体・民間事業者に、保有データやオープンデータ化の意向、課題等に関するヒアリングを行う。アプリ
事業者には、オープンデータ活用の意向、活用したいデータの種類、課題等をヒアリング
〇両者の意向や希望を確認しながら、実際のオープンデータ化・活用に関する調整・支援を行うことを想

定
自治体・民間事業者の

ヒアリング項目
アプリ事業者
ヒアリング項目

1.オープンデータ化の意向
バリアフリー情報の提供の意向

2.保有しているデータ項目
情報の種類
データの管理方法

• データベースの形式（紙、csvデータ等）
• 項目名称
• データの提供時に利用するデータフォーマット

更新頻度・方法

3.オープンデータ化に係る課題・ボトルネック
提供に際して想定される課題（オープンデータ化の許諾
取得 等）

4.想定スケジュール
提供可能な見込時期

1.オープンデータ活用の意向
バリアフリー情報の活用の意向

2.活用したいデータの種類
公開しているデータ項目

3. オープンデータの活用に係る課題
データの取込に際して想定される課題（データの変換
等）

4. 想定スケジュール
取込可能な見込時期
一般公開の開始可能な見込時期
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プロジェクト 検討のスケジュール
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〇Web調査は8月までに実施、ヒアリング対象を選定し、今後バリアフリー情報を持つ自治体・民間企業
、バリアフリー情報をユーザーに提供するアプリ事業者へのヒアリング調査を実施

項目
2020年 2021年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Web調査
①調査の設計

②Web調査の実施

ヒアリング調査
①調査対象の選定

②ヒアリング調査の実施

オープンデータ
化・活用促進

①オープンデータ化、活用に向けた
調整・実施

②取りまとめ


